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区 分 標準的な解答例又は出題意図

「小諭文J問題11.問題文の選定・出題理由
問題文（英文）は、 2023 年に American Psychological Association の Press releases

に掲載された Katherine Novak による論文紹介記事" When keeping secrets could

br ighten your day”から抜粋・改変したものである。問題文では、良いニュ ー スを
秘花にすることによるポジティブな効果について、特に心理学を専門としない読
者も想定し、平易に解説されている。一般的に、秘密を持つことに関する記事・
論文においては、それが well-be ingにとってネガティブな影孵をもたらすことが
示されてきている。しかし、本記事では良いニュ ー スを秘密にすることに痛目し、
それがたとえ短い時間であったとしても、活力を感じられるなどのポジティプな
影警が生じることを、複数の研究を踏まえてT寧に説明されている。このような
点で、心理学に関心を寄せる受験生にとっても内容的に有益な題材であり、英文
の難易度も適切であると判断し、これを選定するに至った。

問lは、下線部①を日本語に適切に訳すことができるかどうかを問う問俎であ
る。下線部①は問題文全体で述べられていることを端的に示す重要な箇所であ
り、秘密にすることのネガティブな効果は、秘密にすること自体から生じるもの
なのか、ネガティプな意味合いの秘密を持つことから生じるのかという疑問につ
いて、適切に訳出できるかを問う。

間 2 は、下線部②にあたる、ポジティブな秘密の保持による肯定的な効果に関
する、ポジテイプな感偕以外に考えられる理由を理解し、それらを日本語で逝切
にまとめられるかを間う問題である。

問 3 は、本文全体の内容を理解した上で、自分の意見を適切に述べることがで
きるかどうかを問う問題である。本文では、良いニュ ー スを秘密にすることのポ
ジティプな効果として、 「活力を感じる」点を中心に説明されている。ここでは、
ポジテイプな秘密を持つことの影孵を、ポジティブな側面に限らず、多角的に想
像・思考し、諭述できるかが問われる。

2. 採点要領
(1)試験時間は2時間で、辞瞥の持ち込みは許されていない。
(2)問題は問1から問3までである。英文を題材として、文章の理解と理解し 

た内容に関する自分の考えを論述する能力を間う問題である。
(3)各問題文、解答例は以下に示す通りである。

問1 下線部①を日本語に訳しなさい()

く解答例＞

問2 下線部②が何であるかを 200 字以内で説明しなさい。
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